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会長あいさつ会長あいさつ

　令和4年がスタートしてから3ヶ月が経ちました。
皆様はどんな新年を迎えられたでしょうか。今年は
少しずつ外出機会を増やしたり、旅行を計画しよう
と考えた方もいらっしゃることでしょう。しかしな
がらオミクロン株による感染者の急拡大でまた気の
休まらない毎日となってしまいました。この会報が
お手元に届くころには好転していることを祈ってお
ります。
　昨年の全国大会の際は、東京はもちろん全国の会
員の皆様には本当にお世話になりました。特に、全
肢連理事・監事や事務局の皆様、三井実行委員長は
じめ実行委員会各部長、実行委員の皆様、感染対策
をしながら日々状況が変わる中、的確に準備を進め
ていただきました。初めてのYouTube配信による全

国大会ということで、皆様のご負担は以前にも増し
て大きかったと思います。また、ご後援いただきま
した各機関の方々、広告・協賛・ご寄付をいただい
た皆様にも、本来であれば伺って御礼を申し上げる
ところですが、この場を借りて心より感謝申し上げ
ます。本当にありがとうございました。
　新しい生活様式の中で、地区の活動も少しずつ再
開し、感染対策をしながら取り組みを工夫されてい
ることと思います。皆で情報を共有しながら東肢連
としても活動を進めていきたいと考えております。
一昨年、昨年とZOOMを併用しながら地区連絡会を
開催したり、連絡や意見交換をメールで行うなど
WEBを利用しての活動が多くなりました。在宅でも
参加できる利点も実感しています。しかしながら、
対面でお互いの表情を見ながらのやり取りも私たち
には必要だと、改めて感じています。会員の皆様や
お子様にとって何が重要なのかを考えながら、各部
長はじめ役員の皆様と活動内容を決めてまいります。
　今年度も残り僅かとなりました。ご理解、ご支援
に感謝申し上げますと共に、来年度もよろしくお願
いいたします。

東京都肢体不自由児者父母の会連合会

会長　河井　文

東京都知事とのヒアリング報告東京都知事とのヒアリング報告

日　時：令和3年11月8日（月）　11時30分～45分
会　場：WEB会議
出席者：�河井　文、中村 恵子、上野　賢（事務局）

　小池都知事が療養中で欠席のため、河井会長より
武市副知事及び所管副知事に以下の要望内容につい
て説明を行いました。
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　本年も直接要望をお伝えする機会をいただきまし
て感謝申し上げます。また、9月に開催いたしまし
た私どもの全国大会におきましては様々なご協力を
いただくと共に、福祉保健局障害者施策推進部 中川
部長に会場までお越しいただき、小池都知事のご祝
辞をいただきました。重ねて御礼申し上げます。
　要望項目について説明させていただきます。
　
　1の新型コロナウイルス感染症の対策につきまし
て、今後計画されている第３回目の接種がいずれの
地域におきましても早期に実施できるよう都として
支援していただきたく思います。当会会員の子ども
達は基礎疾患を有する者も多く、居住地で優先的に
予約を取れても当日の発作や体調不良のために接種
を受けることができなかった時に再度の予約がなか
なか取れません。今回、都の接種会場として、井の
頭公園駐車場を開設し、ドライブスルー形式で実施
していただきました。移動に困難がある障害者にとっ
て大変ありがたかったです。このようなご配慮を都
内複数箇所で実施していただけると大変助かります。
ご検討よろしくお願いいたします。
　また、万が一障害児者が感染した場合は速やかに
入院し、治療もしくは経過観察ができるように体制
整備をしてください。主治医の判断等により、接種
を受けることができない場合もあり、感染を恐れて
未だに通所施設を利用せず、家庭内で過ごしている
家族もおります。確実な治療体制が整うことで、本
人も家族も安心して新しい生活様式での毎日が過ご
せると思います。
　これから冬に向かいインフルエンザなど、コロナ
以外の発熱を伴う疾患が予想されます。都立療育セ
ンターなどに日頃外来診察をしていただいている障
害児者は感染対策をとったうえでかかりつけの主治
医に診察していただくことで早期治療が可能になる
と思います。積極的に診察していただくことを期待
しています。

　2の短期入所については毎年要望しております。障
害者の重度化、高齢化が進む中、居住地の近くに安
心して利用できる短期入所施設があることは、地域
で生活していくうえで欠かせません。医療の進歩に
より、呼吸器を使用している在宅障害児者は増加し

ておりますし、いわゆる動ける医療的ケア児者もお
ります。また、発作があるため常時見守りが必要で
すが、地域での受け入れは進んでおりません。各地
区で地域生活支援拠点等の整備が進められておりま
すが、いずれの地域も、緊急時の受入体制の整備が
進んでいないと認識しています。毎年短期入所につ
いて整備目標を提示していただいておりますが、地
域の事業所では支援員の確保や専門的な知識、スキ
ルの不足により受け入れが困難といわれるケースも
多くあります。最近も親が手術を受けるために子ど
もの短期入所を希望しても必要な日数を確保できな
い事例もありました。また、医療型短期入所では利
用希望しても、最初の診察の予約まで数ヶ月から１
年待ち、さらに実際の利用まで数ヶ月待つことも珍
しくありません。都立療育センターの新設、充実を
進め安心して暮らせる体制整備を進めていただきた
く思います。
　
　3の地域の住まいについてです。私どもにとりま
して親亡き後の子どもの住まいの確保は最大の関心
事です。重度身体障害者、特に医療的ケアがある者
は親の介護力がなくなっても在宅を続けざるを得な
いのが現状です。重度訪問介護の事業所や支援員も
不足しています。親が亡くなると、全く知り合いの
いない遠くの施設に入所しています。入所施設が決
まるまでは、短期入所施設を渡り歩いているのが現
状です。医療連携加算などがあっても対応できるグ
ループホームの設置がなかなか進まない理由を調査
していただき、有効な対策をとっていただくことを
切に願っています。
　それとともに、濃厚な医療的ケアが必要な者が安
心して暮らせる入所支援施設の整備が各地区におい
ても進むよう、併せてご尽力いただきますようお願
いいたします。

　障害があってもなくても、地域で安心して暮らし
続けるためには、なお一層の施設整備と人材の確保
が必要です。難しい課題があることは承知しており
ますが、私どもも団体として更なる努力を続けてま
いります。東京都におかれましても今後も積極的に
障害者施策を推進していただけますよう重ねてお願
い申し上げます。
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第54回全国肢体不自由児者父母の会連合会 全国大会
第58回関東甲信越肢体不自由児者父母の会連合会 東京大会

基調講演 基調講演 （要旨）（要旨）

はじめに

　2020年3月24日、新型コロナウイルス感染拡大の
影響により、東京オリンピック・パラリンピック競
技大会の1年延期が決定された。世論では大会開催
に否定的な意見が相次ぎ、組織委員会でも直前まで
開催できるのであろうかと懐疑心も広がっていたが、
皆さまのご協力を得て東京2020オリンピック・パラ
リンピック競技大会は開催することができ、成功裏
に終わった。
　閉会式の橋本聖子会長のスピーチ「パラリンピア
ンの皆さん、みなさんの圧倒的なパフォーマンスに
心が震えました。確固たる信念と強い覚悟という土
台の上に、幾重にも努力を積み重ね、決して自らの
限界を作らない姿を見ました。オリンピックとパラ
リンピックがあってよかった、私はその価値を信じ
ます。」にあるように、大会で活躍するパラリンピア
ンの姿は、見る人に感動を与え、パラリンピックの
面白さを気づかせてくれた。人々が感動している姿
を見て、私たちも大会を開催できたことを心から嬉
しく思えた。パラリンピアンが力を発揮できるよう
に支えた運営の舞台裏とコロナ禍における現場の声
をお届けする。

1．パラリンピックの歴史

　第二次世界大戦で負傷した兵士の治療と社会復帰
を目的に、イギリスのストーク・マンデビル病院の
医師ルードヴィッヒ・グッドマン卿により、1948年
ロンドンオリンピックにあわせ、院内で16名の車椅
子患者によるアーチェリー大会を開催したことが始
まりとされている。1960年ローマオリンピックと同
時に行われた大会を第1回パラリンピック大会と位
置付け、パラリンピックという愛称は1964年東京大
会にて名付けられた。
　パラリンピックの赤・青・緑のシンボル「スリー
アギトス」、アギトはラテン語で「私は動く」の意味
で、困難があってもあきらめずに限界に挑戦し続け
るパラリンピアンを表現している。第16回パラリン
ピック大会2020東京大会は参加国数161国、選手数
4,403人、競技数22競技で行われた。

2�．ダイバーシティ＆インクルージョン、 バリア
フリーに関する組織委員会の取り組み

　ダイバーシティ＆インクルージョンとは「人材の
多様性を認め、受け入れて生かすことという意味で、
年齢・性別・国籍などが違う人々にそれぞれの個性
や能力に応じて活躍できる場を与えようという考え

テーマ：オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会の取り組み
　　　　オリパラ大会運営の現場から
　　　　コロナ禍における大会運営 ～ダイバーシティ＆インクルージョンの視点から～

講　師：山口 祥代 氏　
　　　　公益財団法人 東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会
　　　　スポーツ局練習会場チーム トレーニングベニュースーパーバイザー

講　師：吉田　茜 氏　
　　　　公益財団法人 東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会
　　　　スポーツ局 競技計画部パラリンピック競技計画課主事　　 
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方」であり、組織委員会はこの考え方を理解するた
めに研修を行った。
　また、組織委員会は人間の尊厳の保持に重きを置
く平和な社会を目指すオリンピックの目的と、大会
を通して共生社会の実現を促進するというパラリン
ピックの目的を見つめ直し、2021年8月18日に「東
京 2020 D&Iアクション−誰もが生きやすい社会を
目指して−」を公表した。
①ソフト面とハード面
・ソフト面
　ダイバーシティ＆インクルージョンを達成する
ため、組織委員会は東京2020アクセシビリティガ
イドライン策定した。このガイドラインは各会場
のアクセシビリティに配慮が必要なエリアとその
動線となるアクセシビリティルート（輸送手段）、
組織委員会による情報発信、表示サイン等のバリ
アフリー基準並びに関係者の接遇トレーニング等
を活用する指針となるもので、この説明会を30回
程行った。また、IPCとWOWOWの共同プロジェ
クトのパラアスリートを追ったドキュメンタリー
番組シリーズ「WHO I AM」の広報活動を組織委
員会内で定期的におこなった。パラアスリートへ
の理解が深まり、パラリンピックの計画に活かせ
たと報告もあり、パラリンピックへの関心が高め
ることができたと思う。

・ハード面
　民間施設にも車椅子用スロープの設置や石畳の
補修を行うよう施設所有者と調整を行った（例：日
本武道館）。青海アーバンスポーツパークの仮設ス
タンドにも必ずスロープが設置されるように設計
を行った。
②選手村の話
　パラリンピック大会では選手の競技用車椅子から
日常用車椅子、義手義足等の修理を行う修理サービ
スセンターが必要で、今回の大会では選手村に700
㎡のメインセンターと14か所の主要会場に修理サー
ビスセンターが設置され、過去最大規模となった。
世界23か国、 100名を超える経験豊かな義肢装具士、
車椅子技術者、 溶接技術者のスタッフが機器メー
カーや生産地、 素材等を問わずに修理を無償で行っ
た。選手からの細やかなリクエストに応えるため26
の言語で対応をした。ドイツから運ばれた機器設備

は18 t、 スペアパーツは17,300個を準備した。修理件
数2,083件となり、 多くの選手がサポートを受けた。
　吉田氏はこのセンターの運営とスポンサーの
Ottobock社*との調整業務を行い、パラリンピック
期間中、常駐していた。開会式では両腕のない選手
も旗手を務めたが、準備された国旗ホルダーに不安
があり、リュックを改造した国旗ホルダーを急遽、
作成した。無事に旗手を務めることができたことは
とても印象に残った。選手達は選手村に入ると部屋、
食堂、次に修理サービスセンターを探すことを知り、
修理サービスセンターが選手達の心の支えとして機
能していたことを感じた。このセンターを支えるス
タッフの活動を多くの方々に知って欲しいと思った。
＊：Ottobock…�1919年創業のドイツに本社を置く総合福祉

機器メーカー

③輸送について
　全22競技を同時に開催する課題の一つはバス車両
の台数確保であった。選手村から競技会場、練習会
場間の輸送にはリフターがあり、車椅子が固定でき
るバスが必要で、このバスには車椅子が4台～6台し
か乗せられず、その確保に苦慮した。日本中から車
椅子対応のバスを集めた。バス以外にも競技用車椅
子、ハンドサイクル、投てき用椅子など多くの備品
を同時に輸送するトラックも必要であった。コロナ
対策で公共交通機関が利用できないため、シャトル
バス区間以外の移動はユニバーサルデザインの大会
専用タクシーを利用することも多くあった。

3．競技運営の例

①視覚障害者柔道
　細かい段差の解消と盲導犬用トイレの設置が必要
であった。畳上では審判が選手の手を取り誘導し、
選手が組み合ってから試合を開始という競技要件の
規定もあり、選手の移動距離を短くする工夫をした。
表彰式では車椅子のメダルプレゼンタ―が登壇する
ため、競技場にあがるスロープを設置し、表彰台は
視覚障害の選手の安全のために転落防止用柵を追加
設置した。
②パラリンピック陸上
　輸送はオリンピック時の倍の台数のバスを確保し、
頻度を増やした。バス1台に固定できる車椅子は4
台から6台のため、座席に移乗できる選手が座席を



5

利用するなどして、1台のバスになるべく多くの選
手を乗せ、輸送しなくてはならない時もあった。車
椅子固定の専用人材を3～4名常駐させたが、リフ
ター乗車と固定に10分から15分の時間が掛かって
いた。
　コロナ対策として組織委員会は来日14日未満の大
会関係者の輸送用にTCT（Transport By Chartered 
Taxi）を手配した。一般タクシー会社と連携し、感
染症対策をしたユニバーサルデザインのタクシーを
必要に応じて利用できる体制であった。ユニバーサ
ルデザインのタクシーは座席をはずし車椅子のまま
乗車ができ、街中に台数も多く、呼べば10分から20
分で到着し利用することができた。選手からシャト
ルバスの区間外・時間外の移動要望も多く、このユ
ニバーサルデザインのタクシーを利用したが、クレー
ムなどはなかった。
　練習会場は視覚障害者を含む立位の選手と車椅子
レーサーを利用する座位の選手の衝突危険性回避の
ため、立位は代々木公園織田フィールド、座位は江
戸川区陸上競技場と分けられた。オリンピックスタ
ジアム併設のサブトラックは試合前の調整を行うた
め、両者が練習可能で混雑することがあった。投て
き競技では選手を椅子に固定するのに時間が掛かり、
選手の待ち時間が長くなってしまい、練習会場を急
遽追加した。
　陸上は選手の競技備品が多いが、競技会場や練習
会場への選手の輸送用バスに搭載スペースがなく、
投てき用椅子や車椅子レーサーはトラックで別送し
た。交通事情から到着に2時間の差が出るトラブル
もあった。選手村の備品輸送デスクとバス乗り場の
距離が遠く、レーサーなどを持ったままバス乗り場
に来る選手やバス乗り場の案内板がわかりづらく間
違えたバスに乗った選手もおり、混乱があったこと
が反省点である。

4．コロナ対策

①オリンピック・パラリンピック共通コロナ対策
　選手は毎日PCR検査、検温、体調記録を専用アプ
リに記載することが義務付けられていた。濃厚接触
の選手は検査で陰性を確認後、競技及び練習参加が
可能だが、移動は専用チャーターバスで選手管理の
専用人材1名が常に行動を観察し他の選手と至近距

離で交わらないように注視する等の対応を要請した。
濃厚接触者の選手自らが他者との距離を取るように
お願いもした。大会関係者（ボランティア含む）は選
手との接触度合いに応じ検査頻度（毎日～4日に1回）
を変更し、唾液採取の検査キットを使用した。検査
が陽性の場合は本人及びコロナ対策責任者
COVID-19 Liaison Officers（CLOs）に連絡が行く体
制を取っていた。
　上記の検査を行った関係者、選手及び審判員は競
技会場、練習会場、選手村、メインブロードキャス
トセンター等の決められた場所にしか行けず、一般
国民との接触しない体制を取り、「バブルの形成」が
なされていた。移動は組織委員会のバス、選手団の
独自車両かTCTタクシーのみ可能であった。違反し
た場合はアクレディテーション（ビザ代わりの競技会
場入館証）のはく奪の措置などが取られることになっ
ていた。バブルを守る中、記者の選手に近づく突撃
取材や会場から出ようとする選手もおり、選手管理
に苦労した。
②パラリンピック特有事項
　足踏み式消毒ポンプを用意したが、車椅子の選手
が使えず、手押し式は手が不自由な選手が不便でボ
ランティアが対応していた。自動式の消毒ポンプの
配置が良いと思った。ボッチャの選手などマスクを
自身で直せない選手にはボランティアやスタッフが
対応した。トライアスロンではスイムエグジットア
シスタント（スイム終了後、選手が水から出る時に引
き上げる）のスタッフが必要で、選手との距離が近い
ため高頻度でPCR検査が行われていた。

おわりに

　組織委員会は2014年設立、大会準備期間は7年以
上となった。十分な計画をしても大会当日には予想
外のことが生じ、その対応ができる柔軟性を持つこ
とが重要と実感した。これらの反省点を整理し、今
後の国内大会、国際大会にレガシーとしてそのノウ
ハウを引き継いでいくことできると良い。
　今回の東京パラリンピック大会は世界中の人に障
害者スポーツの面白さを伝えることができた。開催
国では大会後にパラリンピック競技が飛躍的に発展
すると言われている。いくつものメダルを獲得した
先天性四肢欠損の水泳 鈴木 孝幸選手の活躍は、障
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害がある方もない方も自らの限界に挑戦する勇気を
与えたと思う。日本全国に障害者スポーツが広がり、
競技人口が増え、より身近に障害者スポーツが広が
ることを望んでいる。
　閉会式でIPC会長 アンドリュー・パーソンズは
「私たちは違いを認め、素晴らしい人間性を発揮し、

多様性の中で調和を見せた。私たちの旅をここで終
わらせてはならない。今夜は明るく全ての人が共生
できる未来の始まり。」とスピーチされた。開催国だ
からこそ得られた経験や感動を忘れずに、 私達もパラ
リンピックムーブメントを継承していきたいと思う。
� 　（広報部　住谷 道子）

テーマ　「東京オリンピック・パラリンピックから私たちは何を引き継ぐか」
◆ユニバーサルデザイン 2020 行動計画と社会モデル
　 コーディネーター 
� DPI（障害者インターナショナル）日本会議 副議長　尾上 浩二 氏

全国大会 シンポジウム（要旨）

1．障害をもって生きてきた経験を元に
　1960年大阪市生まれ、１歳で脳性マヒと診断され
る。親の会が実施していた訓練事業に通い、養護学
校、施設を経て中学から地域の学校へ。大阪市立大
学に入学後、障害者運動に参加。駅のエレベーター
設置や自立生活支援に取り組む。2004年からDPI日
本会議事務局長。障害者政策委員、内閣府・政策企
画調査官を歴任。現在、DPI副議長、内閣府障害者
施策アドバイザー。

2�．ユニバーサルデザイン（以下UD）2020行動計
画の構成
　2020年に発行された全肢連療育ハンドブック第42
集を執筆担当した時に【社会的障壁に取り囲まれた
ジャングルの中、必死にけもの道を探すように前進
し、 道をつくってきたのが障害者運動だ。医学（個人）
モデルから社会モデルに制度がどこまで変わったか】 
と書きました。オリ・パラが基調となっている
UD2020行動計画の概要は①基本的考え方②心のバ
リアフリー③UDのまちづくりの構成になっている。

3．基本的考え方とは
　障害のある人はかわいそうであり、一方的に助け

られるべき存在といったステレオタイプの理解も誤
りである。基本的人権を享有し社会生活を営む存在
である。そのことをしっかり認識し①障害者権利条
約の理念を踏まえ、障害者差別を行わないよう徹底
すること②障害の社会モデルをすべての人が理解し、
自らの意識に反映させ具体的な行動を変えていくこ
とで、社会全体の人々の心の在り方を変えていくこ
とが重要である。
　「施策を検討、評価するために障害のある人が委員
等として参画すること」「障害のある人による視点を
施策に反映させることが強調されている」国レベル
では評価会議というもので設置されているが、地方
自治体・国や地域においても進めていくことが大事
だと書かれている。

4�．心のバリアフリーを体現するための3つのポ
イント
　①障害の社会モデルを理解すること②障害のある
人への差別を行わないよう徹底すること③自分とは
異なる条件を持つ多様な他者とコミュニケーション
を取る力、共感する力を養うこと…を進めることで
本当の共生社会ができる。
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◆心のバリアフリー　オリンピック・パラリンピック教育の取り組みから
　 シンポジスト � 東京肢体不自由特別支援学校長会会長（東京都立鹿本学園統括校長）　髙橋　馨 氏

1．鹿本学園について
　鹿本学園は東京の東の端、江戸川区にある。隣接
して設置されていた肢体不自由の江戸川特別支援学
校と知的障害の小岩特別支援学校が、平成26年に肢
知併置の特別支援学校として発展統合する形で開校
し今年で8年目を迎える学校。東京ドームのフィー
ルド2面分の敷地、グラウンド2つ、プールも2つ、
体育館も2つ設置されている。
　本校は肢体不自由教育部門【通学区域は江戸川区
全域・葛飾区一部】小学部・中学部・高等部。知的
障害教育部門【通学区域は江戸川区北部・中部】小
学部・中学部と、2部門5学部が設置されている。
　東京で在籍する児童・生徒数は都立特別支援学校
の中で2番目、肢体不自由教育部門を設置する学校
として最も多い。
　学級数は障害が重い児童・生徒の重度重複学級や
家庭に教員が訪問して授業を行う訪問学級を含めて
105学級と最も多い。
　都立学校の中で教職員の数も最も多い学校である。
授業に関わるスタッフだけで206人、肢体不自由教
育部門で、児童・生徒の移動・食事・排泄などの介
助を行う学校介護職員を加えると230人以上いる。
　スクールバスは医ケア児の通学専用車両を含め全
部で32台、給食は700に迫る食数を毎日提供してい
る。

2�．オリンピック・パラリンピック教育の基本的
な枠組み
　東京都教育委員会から構成や内容が示され、平成
28年4月からスタートした。
○4つのテーマ×4つのアクション
　4つのテーマ①オリンピック・パラリンピックの
精神②スポーツ⇒オリ・パラ競技だけでなく障害者
スポーツすべて含まれる③国際理解や交流を併せて
の文化④環境…ESD持続可能な開発のための教育と
して世界の人々と協調し、共存できる持続可能な社
会の担い手の育成などテーマ・意義として示された。
　4つのアクション①学ぶ②観る③する（体験・交流）
④大会に関わる取り組みから、大会を支える活動を

通して、ボランティアマインドや社会貢献の心を醸
成することも目指した。

○4×4を通して特に重点的に育成すべき5つの資質
　特別支援学校においては障害の種類や程度に応じ
て育成に取り組むよう示された。
　①ボランティアマインド⇒人の役に立とうとする
意欲②障害者理解⇒他者との相互理解③スポーツ志
向⇒多様なスポーツへの親しみ④日本人としての自
覚と誇り⇒地域や社会の一員としての自覚⑤豊かな
国際感覚⇒多様な人々との交流への意欲

○�育成すべき5つの資質を伸ばすための4つのプロ
ジェクト

　①東京ユースボランティア⇒学校における社会奉
仕の精神や思いやりの心を養う取り組み②スマイル
プロジェクト⇒お互いの人格や個性についての理解
を深め思いやりの心を育成する取り組み③夢・未来
プロジェクト⇒アスリートとの交流を通して、夢に
向かって努力する意欲を培う取り組み④世界ともだ
ちプロジェクト⇒参加予定国・地域について学び世
界の多様性を知る取り組み

3�．鹿本学園（特別支援学校）での具体的な取り組
み
○東京ユースボランティアの一例
　社会奉仕の精神ボランティアマインドを育み、自
尊感情を高める場を継続して経験することで、自己
肯定感、社会貢献の意識を醸成する。都立特別支援
学校では、平成28年から社会貢献モデル事業として
地域の人々と直接接し貢献する活動を行っている。
コロナ前の取り組みだが、鹿本学園では地域の特別
養護老人ホームを訪問し、詩の朗読や合奏、ダンス
の披露、そして利用者との合唱を通して楽しい時間
を過ごしていた。

○スマイルプロジェクトの一例
　地域の小・中学校と本校の小・中学部との交流学
習の際にもボッチャを通じて交流を深めている。ボッ
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チャは互いに本気で取り組むことができ、結果、他
校の児童・生徒との対話や理解も深めることができ
たように感じている。

○夢・未来プロジェクトの一例
　パラリンピック出場を目指しているパラバドミン
トンの有力選手に来校してもらい、一緒にパラバド
ミントンを体験した。生徒たちは新しい競技への関
心や参加したいという意欲を掻き立てられた。

○世界ともだちプロジェクトの一例
　東京都の公立学校は、学校ごとに応援する国を5
カ国割り振られ、国々の歴史や文化を学ぶと共に留
学生や外国人、大使館等との交流を行った。鹿本学
園が応援した国はアメリカ、インド、赤道ギニア、
パラオ、チェコの5カ国。アメリカ大使館の外交官
をお迎えして交流している場面でもボッチャが活躍
した。生徒たちが初対面の外国人と直接対話をする
経験はとても貴重で、互いの国の文化の理解を深め
ることに役立った。

○交流および共同学習の推進
　取り組み機運の高まりもあってか、これだけの学
校と交流及び共同学習を行っている。肢体不自由教
育部門の小学部は鹿本小学校、中学部は鹿本中学校、
高等部は小岩高等学校、The バンビーズは鹿骨小学
校。知的障害教育部門の小学部 第2・5・6学年は本
一色小学校、小学部の第3・4学年は上一色南小学
校、中学部は上一色中学校。
　コロナで昨年度は実施できなかったが、今年度は
オンラインなどICT機器を活用して再開をしている。

4．コロナ禍でのオリ・パラ大会
○バリアフリーVR観戦「未来のスターの指定席」
　競技場での観戦や移動が困難な肢体不自由特別支
援学校の児童・生徒を対象に、VRドームで臨場感
のある観戦や、会場に設置されたロボットを遠隔操
作して応援に参加できる取り組み。都内拠点校とな
る4校にVR観戦の機器を設置し、近隣の特別支援
学校がスクールバスで移動、応援に参加した。鹿本
学園は8月4日に会場校の墨東特別支援学校に行っ
た。開会式の映像（録画）やリアルタイムで女子バド

ミントンの試合をVRドームで観戦したり、ロボッ
トを操作したりソメイティと一緒にパプリカを踊っ
たり、大坂なおみ選手が使用した聖火のトーチを持っ
て記念写真を撮るなど子供たちが喜んでいた。

5．東京2020大会を終えて
○�心のバリアフリーについて特別支援学校の立場か
ら整理した

①�お互いを知ろうとする⇒新しい視点や発想が広がる
②�関わろうとする気持ち
　　⇒相手との違いを知り尊重する
　　⇒相手が求めていることを確認し応えようとする
こうした意識・姿勢を継続することが「心のバリ
アフリー」につながると考えた

○�オリ・パラ教育による「心のバリアフリー」に向
けた取り組みの成果について

　①パラスポーツを通じて特別支援学校と通常の学
校の交流⇒新しい視点や発想の広がり②パラリンピ
アンとの交流による新たな視点での学び③オリ・パ
ラをテーマとした生徒会等による学校間交流④国際
交流や地域との文化交流の実現へのつながり。
　東京2020オリンピック・パラリンピック大会、5
年半に及ぶオリ・パラ教育は「心のバリアフリー」
につながる機会や場を創出し充実・推進した。これ
は成果だと思う。

6．オリ・パラ教育の3つのレガシー
　①子供たち一人一人の心と体に残る掛け替えのな
いレガシー②学校における多様性への理解、国際交
流、伝統・文化理解、ボランティアなどの取り組み
を、大会後も長く続く教育活動として発展させてい
く③家庭や地域を巻き込んだ取り組みにより、ボラ
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ンティアマインドや障害者理解を高め、共生・共助
社会を形成していく。
　またオリ・パラ教育の取り組みは学校だけではな
く、児童・生徒が卒業し社会で、我が子へと波及す
る世代循環へレガシーとして継続することで共生・

共助社会を実現して行くという道筋が示されている。
イメージ図のように学校の果たすべき役割が重要で
あることを学校の立場で大会を終えた現在改めて実
感している。

◆東京 2020 大会が移動のバリアフリーにもたらしたことは？
　 シンポジスト 
� 中央大学 研究開発機構 准教授　稲垣 具志 氏

（現 東京都市大学 建築都市デザイン学部 准教授）

　大学の中で土木計画や交通計画の観点から、まち
のバリアフリーやユニバーサルデザインのことを研
究している。学外では国土交通省総合政策局や道路
局で省令の改正や、バリアフリーのガイドラインの
制定・改定を議論しているほか、東京都福祉保健局
「福祉のまちづくり推進協議会」で委員を務めてい
る。また世田谷区など地域の自治体、いろんな街で
現場を一緒にお手伝い・勉強している。国の会議か
ら町場の現場の会議等を踏まえ、まちづくりのレガ
シーは何なのかという観点からお話する。

○東京2020大会が契機となり進んだバリアフリー
　東京2020大会が決まった2013年に障害者差別解
消法が制定され、差別の禁止や合理的配慮の提供が
明確に位置づけられ、いろんなバリアフリーの議論
が進められてきた。2014年には日本が障害者権利条
約に批准した年。東京2020アクセシビリティガイド
ラインは、各競技場へのアクセスや競技場の中、提
供される接遇等のあり方等に関してのガイドライン
が2017年に制定され、同じ年に内閣官房がユニバー
サルデザイン2020行動計画を策定・発表している。
これが最近の様々なバリアフリーの政策が全面的に
進められたきっかけである。

○障害の社会モデルの考え方が基本である
　今までは医学モデル「障害というものは個人の心
身機能に何か問題があるから、個人の努力で頑張ら
なければならない」と解釈され続けてきたが「社会
的な障壁との相互作用で障害は生まれているんだ。
この社会的障壁の部分は社会の責務として取り除か
なければならない」と明確に書かれ、それに則って
心のバリアフリーや、まちづくりのバリアフリーに

かなり大きな牽引力が生まれた。

○バリアフリーに関する基準
　ハートビル法と交通バリアフリー法が別々にあっ
たものが、平成18年にバリアフリー法としてできあ
がり、2020行動計画を踏まえて平成31年、令和3年
と2回もこの法律は改正され、関連する円滑化の基
準も数多く改正された（公共交通・道路・路外駐車
場・都市公園・建築物の移動等円滑化基準）。その中
の公共交通と道路の話をメインでお話する。

○車両とプラットホームの段差・隙間の縮小

　鉄道局がメインとなり車両とプラットホームの段
差・隙間の縮小が進められている。大阪メトロ御堂
筋線では、単独乗車が可能な状態になるように段差
2 cm・隙間3 cmを達成している。新木場にある東京
メトロの実験施設では当事者参画の形で実験をして
いる。計画の策定を当事者参画の形で国もかなりや
り始めている。当面の目安値とされた段差3 cm、隙
間7 cmは実験結果から導き出している。
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○新幹線の車椅子用フリースペース

　東海道新幹線のN700系の新型車両に広々とした
車椅子用のフリースペースが作られるなど車両やプ
ラットホームのバリアフリー化が急速に進んでいる。

○バリアフリーの基本構想の新規策定・改定
　国の様々なガイドラインの制定は、個別の施設に
対してエレベーターの大きさやスロープの勾配等の
基準を制定しているが、町のなかで面的にどのよう
に繋ぐのか国では議論しない。地域で協議会をつく
り議論するのは自治体の責務、バリアフリー基本構
想をやる気のある自治体が作っている。関係者の合
意形成と連携が求められる面的なバリアフリーを達
成する時には非常に重要。平成13年の頃の基本構想
の作成件数は15だったものが、令和2年度が終わっ
た時には536件数と着実に進んでいる。

○共生社会ホストタウン（世田谷区の例）

　世田谷区の活動計画では①まちづくりの面②心の
バリアフリーの面③パラリンピアンを迎えるという
ことで障害者スポーツの推進と3つの柱を立てた。
特に馬路公苑がパラリンピック馬術会場になってい
たため、そこを中心に周りの魅力を向上するための
整備を進めるなど、各地域の特性に応じた施策が展
開されていった。さらに「せたがやiMap」はネット
上で区内の地図を出すことができ、多機能トイレの
場所（コンビニ含む）を一気に検索できるプラット
ホームを作るなどの取り組みも展開している。

○東京都建設局の検討会
　一堂に会して相互理解をすることが重要だ。障害
理解とよく言われるが、当事者の困り事やニーズを
管理者や事業者が理解しなさい!は基本中の基本。こ
れからのバリアフリーの協議の中で、合意形成を達
成している中で求められていくこと。相互理解の多
様性が細かくなり、当事者同士のニーズが対立した
事例…ロービジョンの視覚障害の方は「なるべくコ
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ントラストつけてほしい」と床面を黒くする。これ
を見た精神障害や発達障害の方が「穴にみえて怖い
んだけど」とニーズを聞くことによって双方にとっ

て困らないコントラストのつけ方を見出すことがで
きる。いかに相互理解するのかということもこれか
らのチャレンジだ。

　色々なガイドラインが制定されルールや法律も変
わり、様々な事業者が頑張っているが、ガイドライ
ンやルールだけではいい街はでき上がらない。
　権利条約のスローガンであるNothing About Us 
Without Us! 私たちのためのことを私たち抜きで決
めないで! 当事者参加、インクルーシブ、ダイバー
シティに斬り込んでいくことが、これからの「多様
なまちづくりの観点」をはぐくむために求められて
くる視点だと思う。

※�文中の写真・図表等の資料は、稲垣氏がシンポジウムで
使われたものを掲載させていただきました。

注※ 写真はコロナ前のもの

◆パラリンピアンとして・国会議員として
　 シンポジスト 
� バンクーバーパラリンピック日本代表　横沢 たかのり 氏

○お二人の議員との出会い
　パラアルペンスキーならびに参議院議員として活
動をしている。議員となったきっかけは、車椅子で
初めて国会議員となられた八代 英太元郵政大臣の影
響が大きく、東京都議の聴覚障害の斉藤 りえさんと
の出会いもあった。

○出来ないこと探し～出来ること探しへ
　24年前の25歳の時にオートバイレーサーとして全
国を回っていたが、事故で脊髄を損傷、車椅子生活
となり、ドクターから再び歩くことは99.9%不可能
と告げられた。大好きなオートバイに乗れない、子
供とやりたい色々な夢があったのに出来ないと出来
ないことを探していた。気持ちを180度変えてくれ
るきっかけは、リハビリ病院に入院した時、病気で
両手両足を切断した方との出会いがあった。夜にな
ると病院内の喫煙ルームに皆で集まって井戸端会議
をしていた。煙草が大好きな方で煙草を口にくわえ
る…どうするのかと思っていたら「横沢くん、悪い
けど火をつけてくれる？」僕はライターを手に取っ
て片手で火をつけた瞬間、雷に打たれたような衝撃
が走り自分は今まで出来ないことばかり探していた

けど、こうやって使える手があるし出来ることはあ
るんだ。失ったことばかりじゃなくて、出来ること
探しに挑戦してみようと前向きになれたことが私の
中で非常に大きな経験だった。

○チェアスキーとの出会い
　リハビリ病院に転院した日、長野オリンピックの
開会式だった。リハビリの先生から何度かチェアス
キーをすすめられ 「やってみたい」 と言いながら絶
対やるもんかと反抗していた。自分が障害者と受け
入れられなかった。車椅子で社会復帰するためのリ
ハビリじゃなく、 歩いてオートバイに乗り社会復帰す
るためのリハビリなのに、 なぜリハビリの先生たちは
自分に障害者スポーツをすすめるんだと思っていた。
　退院後スキー場に誘われた時に、担当のドクター
やナース数名が休みをとり来てくれた。チェアスキー
に乗せられ5メートル滑っては倒れ…汗だくになり
ながら何度も起き上がっている時に、オートバイを
練習していた頃のことを思い出し、チャレンジする
気持ちと闘争心が自分自身の中に湧き上がり新たな
夢が生まれた。大好きなバイクは乗れないが、医学
の進歩で乗れる日が来るかもしれない夢は捨てずに
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いよう。パラリンピックに出て金メダルを取り恩返
しをしたいとパラリンピックに挑戦した。

○�パラリンピアン初の国会議員として感謝の心を語
り継ぎたい

　スキーをしてよかったことは、支援学校の子供さ
んたちが年に１回スキー教室に来て、家族と一緒に
スキーを楽しめること。体重を左右に傾けるだけで
滑れるバイスキーを導入し、学校のスキー教室に障
害のある子供も友達と一緒にスキー教室に参加でき
る活動をしていた。支援学校の体育の授業、スポー
ツをどうさせたらいいのか…周りのスタッフや環境
を整えれば出来るようになることが日本には色々あ
る。その環境をレガシーとしてきちんと整えていく
ことが課題である。
　2016年「希望郷いわて国体・希望郷いわて大会」
にパラリンピアンとして初めての国体スキー会場。
障害者スキーヤーが滑る「国体」と「いわて障害者
スポーツ大会」を一緒にやろうと全国で初めて叶っ
た瞬間だった。

　国会で3人の車椅子議員が誕生。参議院のバリア
フリーが進みスロープがつき、史上初めて車椅子議
員が記名投票できるようになった。「記者会見で手話

通訳者が隣にいるのに放送事業者がそれを映さない、
何とかしてほしい」と決算委員会で言ったら次の日
から手話通訳者が映った。やはり大事なのは思って
いることを声に出して伝えることが最も大事!これが
政治の原点だ。

○災害対策基本法の改正について
　今回、災害対策基本法の改正で「避難行動要支援
者の個別避難計画を作成すること」について努力義
務化と法整備がまた1つ進んだ。
　避難名簿は約99％の割合で名簿の作成までは進ん
でいるが、名簿に基づいて支援が必要な方たちをど
の様に避難させるか避難計画の作成が約10％しか進
んでいなかった。これを今度「努力義務化」にして
地方自治体・民生委員・介護事業者等が参加して災
害時に支援が必要な方をどうやって避難させるかと
いうところをこれから国で一気に進んでいくと思う。

○おわりに
　私がいつも原点において活動をしている言葉。

　障害を受けることは、それ自体は必ずしも不幸で
はありません。それよりも、障害を受けることに
よって、共に学び、共に働き、そして共に地域社会
に平等に参加することが妨げられている現状こそが
不幸なのであります。障害を受けた、当の本人の不
幸ばかりではありません。そうした社会全体の不幸
であります。何故なら、弱い人々を切り捨てる社会
は、弱く、もろい社会だからであります。それに、
誰もが一瞬にして、弱き者となる可能性を秘めてい
るからであります。障害を受けた人々が、社会的ハ
ンディキャップを背負わなくても済むような、更に
言えば、日本の社会から障碍者という言葉が必要で
なくなるように、今こそ、力強い歩みを始める時だ
と思うのであります。

八代 英太

　障害者本人の差別解消だけではなく、家族・介護
者・友人への間接的な差別もたくさんある。私の子
供も受けた…。大事なのは、そのような総合的な差
別を解消していくことである。
� （広報部　鈴木 真理子）
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シンポジウム質疑応答（要旨）

　パネリストへの質問はオンラインの大会であるた
め、尾上氏の提案によりパネリスト同士が互いに質
問することとなった。

 質問１ 　髙橋氏から稲垣氏へ

　稲垣さんの話にあったバリアフリー公園は本校
PTA保護者との話でも話題になったことがあり、と
ても興味がある。既に取り組んでいる世田谷区のバ
リアフリー公園について詳しくお聞きしたい。

（稲垣）世田谷区はユニバーサルデザインのまちづく
りを全国に先駆けて進めている自治体である。審議
会で毎年、さまざまな取り組みに対し、所管する課
がユニバーサルデザインの観点で頑張ったことをプ
レゼンし、確認、委員より講評することでPDCA*を
図っている。区立公園にはインクルーシブ遊具を入
れたり、公園内の園路の円滑化を行っている。最近
では車椅子の方が車でアクセスするためのスペース
の確保についても提案があった。

＊：PDCA…�Plan（計画）Do（実行）Check（評価）Act（改善）
の頭文字を取ったもの。

	� 4つのプロセスを順番に繰り返すことで継続的に業
務を改善していく手法。

（髙橋）バリアフリーでない公園は何かと気になっ
た。本校に在籍している知的障害の保護者の方から
バリアフリー公園を「私たちが使ってもいいのか」
という発言があった。車椅子でない方の使いづらさ
に気づかされ、障害のある方達の心のバリアフリー
について考えさせられた。なにか可視化できるよう
な方法もあると良いのかなと思う。
（尾上）オリ・パラというスポーツが中心ではあった
が、広くは文化であり、文化・芸術を含めた余暇「公
園で自然に出会える」、そこに人生の豊かさがあると
感じた。髙橋氏の質問には「本当の社会の豊かさが
ある」と思った。

 質問2 　稲垣氏から横沢氏へ

　横沢さんの話で地域間格差があると問題認識を指
摘されていた。東京都内でも隣同士の街で、バリア
フリーに予算をつけて頑張って政策を進める自治体
とユニバーサルなまちづくりに関心がないと正直感
じる自治体がある。どの街にも同じように困ってい
る方はいるので地域間格差をなくす方法があれば教
えてほしい。

（横沢）バリアフリーの取組の1番は予算である。地
方自治体では予算が限られている自治体が多いので、
やりたいのだけれども今はなかなか踏み出せないで
いる。特に鉄道駅のバリアフリー化は都内90％以上
の達成率であるが、岩手県は50％台の低い水準であ
る。自治体も民間事業者もお金を出さないといけな
いが、差別解消法の合理的配慮によるバックアップ
を国がする必要があることを委員会でも伝えてきた。
住民がどのような首長さんを選ぶかも大切である。
自治体間格差をなくすには、「人に優しいまちづく
り」を当事者が声を上げ、地域作りに参加して住民
から発信することで「やらざるを得なくなる」とい
う環境を作る活動が大事である。

 質問3 　横沢氏から稲垣氏へ

　私は北国出身でバリアフリー、ユニバーサルデザ
インの街ができても雪が降ると車椅子では横断歩道
を渡れない、車椅子駐車場はあるが店までのアクセ
スが難しいなど行動できなくなることを体験してい
る。東北、北海道はじめとする豪雪地域の気候によ
るバリアフリーの課題を議論したことがありますか。

（稲垣）寒冷地対策は専門ではないが、視覚障害者誘
導用ブロックが除雪車で削られてしまう、十分に雪
掻きが出来ていないといった話はしばしば耳にする。
様々な環境下でアクセスが確保できているかは視点
を増やして検討することが必要であると思う。他の
例としては、災害時に避難所として使う小中学校の
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体育館のバリアフリー化を進める際に車椅子の方が
使うトイレへの動線に雨天時に困らないように屋根
をつける話がある。当事者の多様性もあるが、平時
だけでなく非常時のことに想像力を働かせることが
重要と思う。
（尾上）北海道の方に教えていただきたい。北海道の
清水会長、是非、参加をお願いします。
（清水）地域生活支援事業の移動支援制度を使えて
も、雪道では車椅子で移動ができないので使えない。
坂道は凍ってしまうとかなりのハンデがある。昔、
北海道では勾配６％の坂道は電気で温めて溶かして
いたが経費がかかる。雪が降り氷道となると車椅子
は自力では動けない。雪道、氷道を溶かすことは難
しいため、普段の生活に必要な移動支援はどうする
のか。タクシー利用も考えるが地域生活支援事業で
1/4は自治体負担、本人は1割負担ではあるが毎日と
なると家計費を圧迫する。ハード面で行うか、ソフ
ト面で補うかと課題が多い。地域生活のため必要な
所に個別法をなどとも考える。ハードと予算で一つ
話をしたい。一昨年の茨城県国体で正式競技ではな
かったが、全肢連でハンドアチェリー大会を行うこ
とになった。当日は台風19号の影響で中止となり残
念であったが、実施される茨城県つくば市の体育館
にトイレの整備がされることになった。この時、車
椅子対応トイレではなく、広いスペースのトイレ整
備をお願いした。国体という追い風もあり、つくば
市は計画を前倒しで対応してくれた。自治体が財政
負担できるかどうかである。国の交付率を高めても
らい、日本の国内に誰もがいつでも利用できるバリ
アフリーが進められていくことを全国の皆さんと共
に発信したい。皆さん、よろしくお願いします。

 質問4 　尾上氏から髙橋氏へ

　清水会長の「全国に広げましょう」の言葉を受け、
「レガシーとして継続していく」「全国に広げていく」
を考えていきたいと思います。髙橋さんのオリ・パ
ラ教育による心のバリアフリーの成果についてお話
がありましたが、国体は全国各地で行われるので、
地元で開催されることになった際に参考にできるヒ
ントを、鹿本学園の経験から皆さんに伝えていただ
きたい。

（髙橋）当事者が必ず参加することが大切と思う。オ
リ・パラ教育を通して、特別支援学校の子ども達の
ためにVR観戦など様々な方法を多くの方が考案し
てくださった。その方達は障害について理解してく
ださったと感じる。しかしパラリンピックのボッチャ
競技会場に車椅子トイレはあるがベッド付き車椅子
トイレがないことを下見した教員から聞いた。選手
用には用意はあるとのことだが予算によるものか、
気がつかなかったのかはわからないが、当事者の立
場からの発言が大切であり大事だと感じた。オリ・
パラでその下地ができ、広まったと思う。更にそう
いう動きを続けていくことが良いと思います。
（尾上）ソフト面、ハード面ともにヒントをいただき
ました。これから国体が行われる地域の皆さんは是
非、あちらこちらで鹿本学園の例を紹介していただ
き、自分の地域でもやってみようと取り組んでいた
だければと思います。オリ・パラをレガシーとして
残して、全国に広げていくことができるようなメッ
セージをお願いします。
（稲垣）先ほどは東北の話であったが、地域地域で
ニーズや困りごとは異なるので、地域主体で考えて
いかないといけない。国がガイドラインを作り、国
土交通省にはバリアフリーの評価会議があり、地域
分科会もある。分科会は各地域の運輸局が事務局と
なっているが、福祉のまちづくりは自治体の担当者
の考え方が大きく左右しているよう感じることがあ
る。携わる行政の方だけでなく、事業者も含め、そ
れぞれが共生社会とは何なのかを考え、自分も社会
の一員としての責務を果たすということが大切なの
ではないか。心のバリアフリーに通じていると思う。
またバリアフリーの整備は今まで不特定多数の人が
利用することに着目されていた。駅では利用客3,000
人以上であるが3,000人に達していない駅は多く、地
方都市に多い無人駅のハード整備は後回しである。
人的支援を頼めない無人駅こそバリアフリー整備が
必要なのではないかという声がある。ホームドアは
特急や急行が停車する駅に設置されがちだが、転落
予防に必要なのは通過駅ではないかという声もある。
成熟していくと新しい視点での課題が出てくる。各
地域でも議論し、盛り上げていってほしい。
（尾上）それぞれの地域の課題をしっかりと声に出し
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ていくことが大事ということですね。次は横沢さん、
予算の格差についてのお話もお聞きしたい。
（横沢）地域間格差は国がしっかりとしたガイドライ
ンを示すことと予算措置、予算の確保が必要と思い
ます。海外から取材も多く注目も高かった「日本の
共生社会は東京大会が行われてどのように変わった
か」については、東京都市部はだいぶ進んだが、地
方はまだまだこれから進めなくてはいけない。東京
大会の後に北京冬季大会も続き、パラリンピックの
日本選手が活躍する姿を観戦する機会が増え、社会
的認知は進んだが、それをどのように社会に落とし
込んでいくかが大事と思う。特別支援学校の体育の
水泳の授業では抱っこで水に入っているが、環境を
整えること、水泳させたい人や水泳できる人が増え
ることで子ども達の可能性も増える。アメリカのナ
ショナルトレーニングセンターは、いつ、どこでも
スキーができるメニューが組まれ、カルテがあり、
支えるボランティアがいる。障害者スポーツにその
ような仕組みづくりをスポーツ庁がリーダーシップ
を取って行う必要があると思う。スポーツだけでな
く文化芸術分野でも同じような環境が作られ、人と
して生きる喜びを感じられる社会を作るという施策
を国が進める必要があると考えている。

 メッセージ 　尾上氏からシンポジストへ

　コロナ禍で大変な中、大会を準備していただいた
皆さん、ご苦労様でした。また、全国の多くの仲間
の皆さんにもオンラインで参加いただきました。ま
だまだ閉塞感がある社会状況の中で頑張ってはいる
が、コロナ禍以降を見据え、参加されている皆さん
が元気になれるようなメッセージを最後にお願いし
ます。

（髙橋）コロナ禍により学校現場ではできなくなった
ことも多いが、ハード面では支援を受けICTオンラ
イン環境が物凄い勢いで整い、使われています。実
際の交流はできなくても、ICTを使って交流を進め、
リアルに交流できるようになった時に一気に加速さ
れる。そんな思いでこの環境でもしっかり頑張って
いけると良いと思う。学校も頑張りますので、是非、
ご協力をお願いします。

（稲垣）今日の会場も多くの技術スタッフが全国の皆
さんに音声と画像を届けています。近い将来に起こ
ると思っていたことがコロナにより前倒しで実現と
なった。各自治体でもセキュリティがと尻込みして
いたがオンライン会議ができるようになり、移動が
できなかった当事者も今日のようにオンライン参加
ができるようになり、一気に社会の理解が進んでい
るのを感じる。ポストコロナでリアル開催が可能に
なっても、ハイブリッド型が残り在宅からの社会参
加が進み、見えていなかったニーズが明らかになり、
より細やかなユニバーサルデザインの環境が進むと
思います。私の専門は交通分野で、交通ではMaaS*
によって目的地までのバスや電車の乗り換え検索や
予約や決済もできるように一元化する動きもみられ
るようになってきましたが、車椅子ユーザーの方に
は対応できない。車椅子の方も使えるようにするた
めには乗り換えルートや要する時間、車椅子の大き
さなどきめ細やかな対応が必要です。ユーザー当事
者が必要な情報を伝えていくことが非常に重要に
なってくる。私もお役にたてるように頑張っていき
たい。

＊：MaaS…Mobility as a Service　
	� 住民、旅行者一人一人の移動ニーズに対応し、複数

の公共交通やそれ以外のサービスを最適に組み合わ
せて検索・予約・決済などを一括で行うサービス

（横沢）オリンピック・パラリンピックは無観客で
あったが、画面を通して選手が頑張る姿から元気を
もらったと思う。移動が難しい私達はオンラインで
窓口を開き、それから実際に会いに行くというよう
に、オンラインを前向きに使っていきたい。例えば
不登校の子が「分身ロボットOriHime」を使い、授
業に参加し、次は学校の教室に行くといった、一歩
一歩の選択できる選択肢が増えた。これはハイブ
リッドの普及によるものと思う。この環境が社会に
浸透し、私たちの生きがい作りや生きる喜びに繋が
るように進めていきたいと考えている。どこの地域
に住んでも生きる喜びを感じられる社会を作るため
に私も頑張っていきたい。
（尾上）今後のレガシーを繋いでいく参考になるお話
をたくさんいただきました。髙橋さん、稲垣さん、
横沢さん、皆さんに感謝。ありがとうございました。
　　　　　　� （広報部　住谷 道子）
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武蔵野市肢体不自由児者父母の会　伊藤 雪子

　第54回全国肢体不自由児者父母の会連合会全
国大会、第58回関東甲信越肢体不自由児者父母
の会連合会東京大会が成功裏に終了したこと、
まことにおめでとうございます。思いもかけぬ
新型コロナウイルスの蔓延の中での大会運営は、
いかに大変だったことと推察しております。そ
れでも、リモートでの大会参加ができ、野田聖
子講師の講演には大変感動いたしました。
　今後の大会史に残るような大会で、地域援助
者として表彰いただいたことは、私個人として
だけではなく、長年の武蔵野市肢体不自由児者
父母の会の活動が認められたことと、感謝に堪
えません。私は平成30年に会長を退き、若く実

力のある新会長に引き継ぐことが出来ました。
20年余りの活動を振り返った時、父母の会の存
在意義は、行政への要望行動や世間への啓蒙だ
けではなく、障害者の家族としてのお互いへの
思いやりや実体験に基づいた経験の共有であっ
たと思います。ネットワークの拡がりにより、
必要な情報がすぐ手に入る今般ですが、人と人
のつながりが父母の会の最も重要な要素と思い
ます。どの地域でも会員の減少により会の存続
が危ぶまれていますが、今後も全国の父母の会
がその意義を引き継いで活動していってほしい
と切に願っております。
　この度は、本当にありがとうございました。

地域援助者表彰をいただいて

　令和3年11月4日（木）～5日（金）、山梨県笛吹市
「石和温泉『ホテル石風』」で開催され、東肢連から
は6名が参加しました。
　このセミナーは全肢連が公益財団法人JKAの補助
を受け、全国7ブロックで毎年行っており、今年度
は障害児者の住まいとしての入所施設、グループホー
ム（以下GH）について地域ごとの課題や実態を掌握
するとともに、重度障害児者や医療的ケアのある方
など誰もが安全・安心に生活できる住まいについて
設置から運営、必要な施策について研鑽を深めるこ
とを目的としています。

1�　講演Ⅰ「重度障害者、医療的ケアのある方のGH
等住まいのあり方と運営の課題」
　　～実践から見えてくる障壁と課題～

講師：社会福祉法人 伊達コスモス21理事長
　大垣 勲男 氏

①�　北海道伊達市における実践の概要と重度障害の
ある方の暮らしの様子
　精神障害者、知的障害者の就労支援やGH運営の
実績を経て、重度重複障害者のGHを作るまで。

②　施設整備場の課題と改善要望
　車椅子利用者のGHは、広いスペースとそれぞれ
の障害に見合った設備が必要
　→�バリアフリー加算、機械浴槽・特殊浴槽整備加
算の創設を要望

③　運営上の課題と改善要望
　GH制度が脆弱なため充分な職員配置ができない。
外部サービス利用の場合も重度訪問介護の国庫負担
基準が壁となる。
　→�世話人・生活支援員の配置基準の見直し、介護
従事者が行える医療的ケアの範囲の拡大、居宅
介護の報酬の見直しを要望。

　最後に大垣氏は「利用者像を整理した制度設計を
私たちが現場から発信しましょう」と提言されてい
ました。

2　グループ討議
　参加者が5つのグループに分かれ①講演の感想②
自分や周囲の人の悩み③住まいに関しての要望④障
害福祉サービスに対して思っていることなどを話し
合い、グループごとに発表しました。どのグループ

令和 3 年度 関東甲信越ブロック地域指導者育成セミナー報告



17

からも地域によってサービス内容や支援に差がある
という話が出ていました。

3�	 講演Ⅱ「居宅・GHの重度訪問系サービスと重
度障害者の住まい」

講師：全肢連会長　清水 誠一 氏
　在宅で生活している半数以上の重度障害者が、将
来は入所施設やGHで生活したいとアンケートに答

えている、また本人・親の高齢化により家族介護が
できなくなるという現実が迫っているのに対し、重
度身体障害者・医療的ケアに対応できる体制を確保
しているGHの設置が進まない。全肢連として課題
を検証し、令和6年度の第7期障害福祉計画の改正
を目指し、令和4年度は調査事業を実施するとのお
話でした。
� （総務部　三井 美和子）

指導者育成セミナーに参加して
墨田区肢体不自由児者父母の会　菊池 昌子

指導者育成セミナーに参加して
渋谷区肢体不自由児者父母の会　竹政 真弓

　令和3年11月4日〜5日、山梨県石和温泉での全
肢連「地域指導者育成セミナー」に参加してきまし
た。墨田区の父母の会では8年前から医療対応型グ
ループホーム（以下GH）を作りたいと毎月勉強会を
してきたので今回、関東甲信越ブロック各県の様々
な意見を聞けてとても多くの学びを得ることが出来
ました。
　1日目は、北海道の伊達市で伊達コスモスの理事
長をしていらっしゃる大垣氏のお話とグループワー
ク「重度障害者、医療的ケアのある方のGH等住ま
いの在り方と運営の課題」～実践から見えてくる障
壁と課題～
　伊達市内には100軒を超える障害者が住む住宅が
あり、そのうち3法人が運営するGHには65軒約400
名が利用している。こんなにたくさんGHを運営し
ていても制度だけでは赤字になる、地域の社会福祉
法人を動かした方が良いという話に驚きました。市
町村の重度訪問介護を使う。地域の社会福祉法人を
動かす。GHは家族ではなく他人なのでお風呂用品
は個人にする。物に名前を書かない、マーク程度に

する。土地や居室の広さは、なかなか難しいですが
地域との交流等少しずつ顔を知ってもらう事の大切
さを改めて思いました。
　グループワークでは川崎市の会長さんのお子さん
が今年から入っていると言う、川崎市医療特化型共
同住宅（1階に訪問看護・介護ステーション）フロアー
別で高齢者と障害者が一緒、胃瘻・吸引可。昼は生
活介護へ。高齢者は部屋にいる人、デイに行く人様々
という事でGHや入所以外でも色々出来るんだと勉
強になりました。
　2日目のグループワークでは、医療的ケアがある
と通所はおろかショートも難しくなかなか預かって
もらえない等地域格差がかなりありました。地域に
よっては学校の時から寄宿舎だったので卒業後割と
すぐにGHに入れたという人、反対にもうすぐ40歳
近いけれど心配でGHに入れられないという人、地
域やご家庭によって考え方も様々だなあと感じまし
た。
　このセミナーでの勉強をこれから生かしていけた
らと思います。ありがとうございました。

　山梨県で行われた、全肢連「地域指導者育成セミ
ナー」に参加させていただきました。
コロナ禍での自粛生活期間が長かったので、久しぶ
りの遠出に少々緊張しながらの参加でした。
　伊達コスモス21の理事長 大垣 勲男氏の講演では、

重度重複障害のある方のグループホーム（以下GH）
の開設と運営の課題について、事業を運営する側の
立場に立たれてのお話を、笑いを交えながらお話し
いただきました。伊達市では知的障害者総合援護施
設「太陽の園」の定員を縮小し企業就労出来る人か
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ら順に入所者の地域移行を進めてきたそうで、伊達
コスモス21は中重度者の受け入れ法人として、通所
授産施設やGH、ホームヘルプサービス等を整備し
てきたそうです。
　重度重複障害者のGH整備には、広い土地の確保
や高額な建設・施設設備費が必要で、望ましい土地
の広さとしては、駐車スペース等を考慮すると最低
300坪程度の土地の確保が必要（例えば中古住宅を借
り入れて改修する方法がある）というお話に、都心で
は無理だと即座に思ってしまいました。が、絶対無
理と決めつけずに、住んでいる地域に合わせた工夫
をしていく知恵と努力が必要だと思いました。
　また、近隣のご理解を得ることも必要不可欠な事
の一つですが、伊達市でも初めは苦労されたそうで
す。GH利用者が地域に就労して労働者として町に
溶け込むとか、毎日の買い物に車いすで出かけてい

く等、居住・生活をして障害者が町に散らばってい
く事で、少しずつ近隣の方たちが変わっていき、受
け入れてくれるようになっていったそうです。
　グループ討議では、近隣県の皆さんとの情報交換
が出来、地域による生活環境の違いを知る一方で、
親達の悩みは以前セミナーに参加させていただいた
6年前とあまり変わっていないことがわかりました。
　制度やお金の問題等、難しい課題はたくさんあり
ます。毎日の介護で、活動のための日にちや時間が
限られている親だけでは成し得ないこともたくさん
あります。まずは障害者がどんどん町に出ていき、
「私たちも、この町で生まれ育って、毎日生活してい
るんだよ。」と、その存在を表現する事、会話するこ
とから、理解が生まれ、それぞれの世界が広がって、
一つ一つの課題を解決していく糸口が見つかるのか
もしれないと感じました。

《 東京都肢体不自由児者父母の会連合会  賛助会員募集のご案内 》
東京都肢体不自由児者父母の会連合会では、賛助会員の募集をしています。

賛助会員会費　個人会員一口　　3,000円
	 団体会員一口	 10,000円

尚、賛助会員の皆様には、年3回発行の会報「東肢連」の発送や各種イベントの案内をお送りさせていただ
きます。

『令和3年度　賛助会員・支援企業（敬称略）』（3月1日現在）

・（株）東京在宅サービス　
・島手そうめん販売（株）　
・（株）アペックス

・（株）NEO　
・コカ・コーラボトラーズジャパン（株）
・（株）八洋

・稲美工芸印刷（有）
・鈴木 弘美
・アサヒ飲料販売（株）

� 　ご支援いただき感謝申し上げます。

事 務 局 通 信

お詫びと訂正

　会報85号の1ページの東京都意見交換会の東肢連側の出席者の役職に誤りがありました。正しくは
以下の通りです。お詫びして訂正いたします。

⃞正　常務理事　三井 美和子　　　　　⃞誤　副会長　三井 美和子

　今後このようなことのないよう、再発防止に努めて参ります。　
広報部一同


